
研究プロジェクト 

 

「地域金融機関の融資行動に関する検証」 

 

● 背景  

 地域金融機関を取り巻く経営環境は、長期的な傾向として人口減少・高齢

化が続く中、低金利環境も相俟って厳しさを増している。こうした厳しい経

営環境に直面する地域金融機関の中には、例えば本店所在地のように、本来

の強い経営基盤を持つ地域を越えた融資行動を採る先も見られるところ。 

 当該貸出については、過去の研究（「金融機関の貸出・預金を介した地域

間資金循環とその決定要因」（2021 年；植杉、平賀、真鍋、吉野））において、

その特徴や決定要因が一定明らかにされたものの、特に遠隔地の大都市圏で

の貸出が、経済的・経営的に地域金融機関にいかなる影響をもたらすか等、

学術的に検証すべき課題は依然として多く存在している。 

 従って、本年の研究においては、積み上げた過去の研究結果も足掛かりに

しつつ、地域金融機関について、当該貸出を中心とした融資行動をテーマと

して以下の研究内容を踏まえて更なる研究を行う。 

 

● 研究内容 

・ 金融機関の本来の強い経営基盤を持つ地域を越えた貸出の実態把握（地

域別（都道府県、都市雇用圏など）集中度指標の計測） 

・ 金融機関別地域間資金循環も用いた費用構造の推定 

・ 金融機関の職員等の資源と越境貸出との関わり 

・ なお、可能な範囲で、金融機関による地域企業に対する融資において無

形資産がいかなる役割を負っているかの考察又は分析も模索 


